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村
税
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例
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一
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改
正
に

ょ
り
諸
控
除
額
の
引
上

宗
∈
珪
」
r
H
警
梢
損
得
に
刈
す
る
不
動
産
勘
得
顔
一

－
た
‥
り
八
日
に
あ
っ
て
い
∵
肌
現
　
の
門
怒
）

．
∵
こ
什
七
÷
も
つ
一

ホ
町
村
自
治
法
攻
正
に
よ
り

院

長

制

度

廃

止

肯
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J
．
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（
玉
ハ
宣
八
バ
∵
∵
＝
し
上

浜
雛
八
．
＝
‥
さ
に
ょ
っ
て
区
．
八

制
に
聞
す
る
ケ
㍍
文
1
日
治
法
第

一
〕
八
煮
汁
町
机
は
＝
J
r
持
処
理

の
便
宜
云
た
め
粂
伊
で
F
を
秤

し
区
長
を
置
く
こ
と
が
で
き
る

佃
区
長
の
任
鉦
は
‥
年
と
L
F

虹
の
推
せ
ん
に
ょ
り
市
町
村
長

が
こ
れ
を
任
命
す
る
。
m
r
L
鉦

町
村
左
は
住
甘
√
－
で
も
こ
か
む

厭
駁
す
る
こ
と
が
で
き
る
．
が

全
文
削
除
さ
れ
こ
れ
ま
で
永
年

な
じ
人
て
き
た
F
長
及
び
区
士
■

制
証
か
法
令
」
消
え
て
な
く
な
■

り
ま
し
た
。
そ
の
ま
た
改
正
却
一

山
と
し
て
㍑
仰
F
折
の
t
か
た

が
殆
ん
と
当
を
糾
て
な
い
　
（
例

へ
は
区
の
冤
罪
が
明
好
で
な
い

）
仲
人
口
区
の
名
称
を
つ
け
て

い
る
例
が
多
い
　
「
軌
へ
は
山
区

と
か
H
区
等
）
他
区
」
．
八
は
ホ
町

村
〓
洗
法
上
、
．
更
n
こ
　
に
た
つ
■

て
い
る
が
動
れ
の
群
肛
汲
む
1
1
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苑
の
内
容
か
ら
し
て
ェ
累
日
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h

に
つ
い
て
疑
義
が
を
い
　
（
例
へ
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は
仰
区
長
は
都
区
の
ー
廿
㍍
所
で

執
黙
し
勤
務
的
問
が
一
定
し
て

い
な
い
脚
部
郡
の
匪
拝
を
箱
町

村
1
i
拘
以
外
に
農
業
協
同
加
入
日

及
び
教
育
委
八
人
ム
武
は
訳
の
他

団
体
の
什
寸
も
し
て
い
る
佃
現

在
師
什
ま
穀
に
従
事
し
そ
の
余

か
に
区
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の
恥
務
を
行
っ
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い
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等
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．
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他
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シ
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圧
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決
右
拾
件
か
T
も
∴
持
た
h

汁
に
配
付
予
べ
き
主
か
現
れ
に

そ
い
打
．
い
か
た
さ
れ
て
た
い
帥

u
十
申
り
り
巨
拾
扶
炊
び
卵
油

江
上
す
っ
き
り
し
な
い
点
が
多

い
．
一
と
た
っ
て
な
り
ま
す
。
し

か
し
こ
の
い
，
－
改
汗
－
に
∴
り
F
及

す
．
レ
ド
王
制
掟
か
廃
“
さ
れ
た
か

こ
の
御
座
の
肝
史
的
な
符
¶
や

析
習
⊥
父
は
て
腔
－
の
的
か
ら

村
致
を
日
嗣
に
押
一
門
す
り
と
し
め

に
は
こ
れ
に
か
わ
ろ
へ
き
制
度

を
リ
ユ
に
托
川
で
施
せ
わ
は
な

ら
な
い
こ
と
に
た
っ
て
を
り
琉

球
放
射
内
睾
局
地
力
説
で
は
改

征
後
の
椚
語
∵
」
し
て
決
の
方
法

を
精
読
し
て
を
り
ま
す
。

r
l
I
前
記
立
排
拾
得
の
際
奴
に
区

長
の
鵜
に
あ
る
も
の
に
つ
い
て

は
そ
の
任
期
中
は
従
前
の
桐
に

よ
っ
て
れ
m
す
る
仙
渋
人
目
土
区

及
び
区
長
の
制
度
に
巌
止
さ
れ

た
か
こ
の
郡
寝
の
膵
史
的
た
狩

川
や
m
習
上
ワ
、
は
賃
際
上
の
・
〓

糾
絞
ハ
従
前
の
区
）
を
抑
当
さ

せ
る
こ
と
こ
の
瑚
人
目
人
目
は
削

減
す
る
こ
と
が
の
ぞ
ま
し
い
甘

・
山
．
黒
の
鞘
八
と
し
て
掟
激
化
し

ハ
・
－
末
㌢
組
精
一
従
前
の
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J
　
に

射
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せ
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め
る
こ
と
い
各
末
椚

親
叛
の
代
よ
署
と
一
．
繁
た
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契
約

「
斗
汚
し
を
打
じ
委
託
料
を
支
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う
こ
と
h
F
及
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区
長
制
蛇

に
か
わ
る
べ
き
制
蛇
を
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例
で
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す
る
こ
と
は
†
き
た
い
で
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偽
札
町
村
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か
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な
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ま
す
。
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こ
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で
こ
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町
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的
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改
正
に
ょ
つ
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市
町
日
で
は
す
で
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こ
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あ
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を
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年
∴
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を
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め
七
月
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法
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日
の
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を
う
け
ろ
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と
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な
っ
て
を
り
さ
す
そ
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で
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村
と
し
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そ
れ
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鮪
を
恐
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。
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ろ
で
佃

市
町
村
の
わ
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m
か
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さ
れ
て
を
ろ
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よ
り
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さ
れ
■
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ノ
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∵
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牢
∴
月
一
山
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別
∴
十
ガ
に
ょ
つ
て
れ
町
村
税

法
の
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軒
…
か
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な
り
こ
か

に
と
も
な
い
村
税
桑
折
の
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餌
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呵
勾
－
1
　
月
．
」
・
－
‖
招
集

さ
れ
た
窮
八
回
定
侃
㌧
爪
余
に
ト
小

い
て
決
の
通
り
改
汗
に
な
り
ま

し
た
▲
拭
　
r
n
町
打
か
巨
∴
掛
再
・
．
・

ト
粂
郡
＝
り
に
も
と
づ
い
て
札

軌
条
在
損
γ
立
　
′
今
の
絆
折
鶴

が
政
江
に
た
り
決
の
通
り
そ
わ

そ
わ
引
き
」
け
ら
か
ま
し
た

（
い
栗
か
控
臥
　
所
得
税
法
郡
」
」

八
粂
「
釦
鋸
舐
郡
部
か
火
災
昧

水
群
れ
わ
仙
こ
か
に
む
ー
す
る
災

廿
日
父
け
拓
矧
に
因
り
n
蹄
の
折

火
を
う
り
た
耀
人
目
狛
久
領
よ
り

作
険
か
、
折
り
＝
折
損
か
を
訂
引

き
そ
の
偶
人
の
縦
河
竹
企
裾
乃

ひ
退
散
河
竹
の
金
翫
崇
。
詔
有
年
占
拝
殿
二

の
」
・
分
の
ト
を
起
追
す
る
と
き

ほ
そ
の
私
道
軒
を
そ
わ
そ
わ
捧

除
す
る
し
　
の
凱
旋
に
よ
る
．
両
町

午
力
決
で
計
鼓
し
た
紆

け
医
撥
控
除
　
鞘
捏
税
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卯
・
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ふ
・
．
町
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目
．
∴
芋
J
．
‥
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I
」
り
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の
粧
ホ
親
裾
に
侍
る
F
綽

誉
父
に
僻
村
拾
折
門
を
文
H
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た
場
合
そ
れ
よ
り
扶
助
企
、
狛

恒
パ
腔
倶
小
雪
を
ヤ
ノ
引
き
1
㌧
の
浅

川
徹
が
捺
印
門
金
箱
及
び
れ
一
職

か
ら
市
町
日
放
か
日
日
．
・
運
声
た
川
、
‥
仙
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に
つ
い
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は
入
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す
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た
め
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竺
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あ
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猿
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の
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－
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れ
に
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れ
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萎
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∵
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叶
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∫
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打
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し
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八
日
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し
て
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日
計
孤
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円
分
の
∵
日
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す
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と
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は
兆
の
題
目
辺
弧
を
給
河
村
へ
、
軋

父
は
追
風
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瓶
か
ら
控
臨
す
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仰
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そ
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鮎
か
∵
■
弗
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え
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場
／
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い
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∴
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節
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右
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什
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h
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∴
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己
又
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損
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叩
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．

弗
を
こ
え
て
ほ
な
ら
た
い
し
　
の

規
定
に
ょ
る
計
界
の
功
鉦
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仲
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∵
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伸
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－
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櫻
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－
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収
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を
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節
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∵
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．
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仁
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∵
．
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．
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∵
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仁
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．
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∵
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什
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什
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仁
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∵
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∵
∵
損
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．
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∵
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．
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．
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．
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－
∵
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什
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菜
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仁

什
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仰
山
一
丁
ん
缶
を
佃
朽
－
〃
仁
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／
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．
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∫
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．
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仁
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介
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∴
∵
小
－
1
と
う
乙
も
打
に
劣
二
■
¶
…
黒
鉱
金
と
す
る

卯
一
－
日
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圭
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損
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∵
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∵
隼
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■
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の
」
に
焦
妄
旦

石
動
荘
損
損
扁
言
つ
い
て
は
銅
▲

「
村
条
例
紹
介
一

嘉
手
納
村
育
英
会
に
つ
い
て

如
来
の
小
一
帖
に
ー
r
・
り
「
．
血
税
如

カ
h
H
L
・
・
弗
「
税
率
r
n
分

打
＝
＼
　
■
む
■
九
し
て
得
た
徹
か
雨

狛
T
る

h
」
比
を
机
糾
し
L
r
か
当
．
ル

土
山
を
机
付
し
た
日
か
ら
‥
揮

い
h
L
叫
」
“
」
仲
に
障
れ
十
一
七

T
．
比
を
吊
れ
，
l
た
場
／
日
に
∴
■
し

て
け
い
仇
ノ
伊
グ
封
㍗
に
折
る
」
兄

上
吊
れ
と
山
勘
「
」
J
t
J
小
町
往

し
上
上
目
を
も
り
－
こ
ユ
′
．
L
L
～

九
を
姉
．
H
I
し
た
〓
十
一
′
－
「

隼
U
r
巨
一
八
才
モ
謹
㌣
〓
∴
」

は
■
輿
∴
㌣
∵
L
k
；
し
け
り
郡
祉

木
祖
鉦
企
（
毎
年
“
丁
弗
山
⊥

↓
∴
目
し
－
上
弗
に
迂
す
る
ヰ
二
で

軋
止
る
し
出
入
金
村
剛
金
を
も

∴
∵
工
」
圭
∴
㌧
－
1
、
二
㌦
吊

〓
机
と
す
る
　
　
　
　
　
　
　
　
■
　
′
　
巾
、
ユ
㌧
、
，
し
、

㌧
・
工
∴
‥
．
」
再
」
↑
主
上
∵

草
葉
公
の
孔
金
は
‥
力
卯
と
ト
ら
な
い
。

て
4
人
は
村
議
会
の
承
認
を
匪

裾
本
人
の
就
職
∵
餃
力
以
降
そ

／
　
■
′
倉
甘
」
－
′
′
「
‖
∵
日
、
り

十
十
七
年
L
H
J
・
一
日
　
奥

付
門
疑
年
月
日
一
九
∵
十
年
上

り
、
日
量
机
第
」
∴
　
‖
〇

一
二
日
」
H
l

・
誉
J
離
れ
れ
蓑
虫
は
保
秀
な
る

ヴ
り
井
杜
に
ー
■
て
拝
所
酌
む
郡

山
■
∵
よ
り
作
で
闘
敷
た
署
に
丸

1
－
7
津
を
任
与
し
そ
の
根
℃

‖
火
」
必
安
た
け
卜
省
を
行
こ
し
和

澤
に
人
材
を
省
成
す
る
こ
と
を

軋
日
的
∴
仲
人
的
王
H
∴
仙
身
什

杜
∴
∴
仲
基
の
爪
木
余
の
折
元

す
ろ
汗
‥
軌

∴
　
r
n
企
ほ
ト
領
）

加
日
印
隼
の
場
人
目
は
．
人
月
十

■
一
弗
以
内
■
勾
∴
・
貯
H
分
）

小
景
人
件
の
場
人
目
は
一
人
月
・
八

拙
い
内
（
年
り
肝
〃
分
）

隠
絡
右
上
の
ぢ
人
目
は
■
人
〃
ロ

弗
以
内
一
年
－
一
紆
八
分
）

勺

軒

卦

聖

i

．

、

－

r

l

〃

l

に
甚
仁
．
／
）
‥
1
ち
量
＝
J
l
L
r
‥

■
両
ノ
を
山
大
に
捉
＝
l
た
け
か

ほ
た
ら
た
し

r
離
れ
某
の
＝
抽
及
C
氏
名
又

は
名
札
仁
土
地
の
河
竹
九
、
山

番
地
目
及
び
拙
軋
由
十
品
の
れ

竹
．
サ
〃
‖
戸
畑
で
の
√
十
で
J

．
誉
隼
片
八
日
、
以
」
の
こ
、
∴
ト

改
」
に
た
り
で
ー
し
た
カ
こ
．
れ
■
．

つ
い
て
く
わ
t
J
、
J
■
十
・
に
一
′

．
た
い
ん
に
H
か
一
＝
最
古
謹
迄

．
い
足
仇
い
た
ナ
パ
わ
い
い
く
わ
t

J
、
れ
爪
杓
小
し
」
け
ま
す

第
】
回
臨
時
議
会
に
お
い
て

水
釜
地
内
排
水
路
工
事
請
負
契
約

“
都
．
【
回
∴
㌧
♪
机
H
J
八
才
帖
追
■
J
八
の
本
土
m
町
村
て
C
隼
椙
娯

五
択
㌧
巨
釘
等
ト
こ
て
も
椋
詫
な
つ
て
を
り
ま
す
し
決
に

案
通
り
可
決
に
な
り
ま
し
た
・
－
款
封
′
公
役
U
労
院
損
滋
野
し

こ
れ
に
よ
っ
て
本
村
の
托
す
軍
′
∴
∴
州
の
追
加
こ
れ
は
昨
年

亀
に
前
回
・
・
一
▼
り
・
H
．
　
∵
r
′
「
「
∴
月
一
一
Ⅰ
一
日
久
得
に
米
祈
糎

－
∴
∴
∴
∴
二
十
∴
T

の
を
毎
年
千
卯
の
範
閃
に
お
い
Ⅶ
．
、
ト
．

′
　
r
於
う
汚
柿
粂
召
し

n
木
村
い
ト
常
を
右
L
居
れ
似
m

E
句
を
こ
・
ズ
る
も
の

り
身
什
配
合
か
ら
ー
蒜
笹
岡
畏

く
も
の

1
8
1
化
よ
い
7
＝
上
戸
企
の
丑
方
を

ー
・
ノ
け
て
た
い
も
折

目
㌣
禦
入
り
〃
」
災
ご
打
払
什
「

針
山
入
学
隼
及
ひ
し
軒
免
許
転

一
∴
∵
．
一
′
、
．
㌧
＼

」
・
7
∴
叶
∵
■
「
∵
∴
∵
＼

√
1
キ
巳
の
仕
与
け
字
賃
の
庶
与

を
ぅ
り
∵
L
キ
封
封
紅
の
拙
戦
紗

で
キ
」
必
安
た
損
霊
の
設
即
改

む
迎
…
墨
汁
前
各
日
り
の
芋
群
に
靴

た
い
す
る
小
人
指
揮
訳
の
他
省
英

揉
描
匪
読
J
泌
敏
た
躍
鞘

r
玉
堂
五
五
菰
力
群

が
あ
る
場
人
．
．
に
併
・
聴
力
法
れ
変

更
を
闘
い
川
も
こ
と
が
川
来
る

は
任
卜
金
に
対
し
て
は
利
子
は

附
け
な
い
。
尚
廿
里
隼
か
駄
取

の
義
巧
を
罷
れ
し
な
い
と
き
は

代
人
ノ
し
た
金
亀
の
介
郡
又
は
】

部
を
駐
還
し
た
け
れ
ば
な
ら
な

い、ノ
′
一
代
イ
・
l
処
分
し

り
鱒
代
生
が
左
の
各
日
七
の
一
に

該
当
す
る
と
き
は
餌
廿
を
鮮
止

し
本
金
の
指
定
す
る
方
法
に
上

り
そ
の
岱
仙
愈
記
を
償
還
せ
し

め
る
虹
貸
洪
叶
に
そ
の
戸
末
が

他
拓
町
村
に
転
居
し
て
生
活
を

召
む
場
合
仲
貸
出
井
が
拭
址
当

時
の
学
校
を
変
更
し
又
は
転
科

を
な
し
た
署
目
し
1
し
本
金
の
許
可

を
得
た
場
介
は
こ
の
限
り
で
な

い
榔
納
別
の
雄
柄
あ
る
場
合
を

の
ぞ
き
特
段
し
た
ポ
伸
退
学
を

し
た
心
臓
徳
与
n
柿
粂
円
錐
に

大
村
の
雛
一
回
（
∵
㌧
・
′
一
句

）
且
叫
ゾ
．
会
は
上
る
一
口

は
保
障
さ
れ
る
べ
き
だ
が
付
知
j
人
目
に
・
H
や
J
れ
か
釦
′
バ
化
守
る
∴
圭
㌦
「
つ
い
て
ぷ
ー
八
＝
う
こ
日
に
へ
ん
し
会
制
を
．
R
m
と
＝
沃

は
一
年
で
あ
る
抑
止
n
を
作
人
…

す
る
の
に
区
民
の
推
せ
ん
を
必

を
と
す
る
こ
と
は
人
■
．
H
n
」

こ
の
ま
し
く
汀
い
伸
区
民
の
推

せ
ん
方
法
に
問
題
が
与
い
明
吏

n
で
あ
る
の
に
他
の
吏
い
∴
比

べ
て
い
ち
じ
る
し
く
へ
り
く
い
れ

与
に
あ
う
㈲
区
長
琉
肘
わ
．
㍍

三
∵
よ
■
と
に
㌧
」
つ
て
中
り
一
∵
∵
の
↓
京
十
定
し
日
長
山
域
ぺ
簸
一
．
什
（
∴

こ
と
に
措
一
ト
＝
i
l
√
わ
∵
．

乙
川
ド
及
C
F
L
い
嵩
に
一
ト
か
H
久
“
打
に
h
い
か
れ
．
」
．
に
こ
■
異
説
－
り
水
お
諭
号
排
水
頭
上

わ
ろ
べ
き
出
正
了
－
て
に
　
に
▲
か
が
※
芦
㍗
畑
野
㍗
L
■
い
た
■
斗
刷
∫
1
災
机
に
つ
い
て
、
∴
塞

決
の
こ
と
．
一
丁
う
．
ら
か
ろ
ノ
い
・
て
　
言
分
叛
と
も
ス
ム
ー
ス
に
H
T
∵
・
リ
∵
′
一
」
、
二
．
ヤ
喋
吊
・
・
バ
一

の
H
′
／
、
。
再
Y
H
に
ト
い
て
・
▲
」
　
H
J
∵
㌧
日
日
プ
∵
■
▲
・
十
－
∵
．
ノ
に
〓
丁
糾
村
才
人
才
〓
罠
前
車
ボ
豆

⊥
■
′
拾
い
誓
止
し
∴
ビ
1
つ
か
「
い
と
l
…
し
て
に
H
桔
m
釦
耶
さ
を
い
け
琴
㌫
打
…
安
J

・
∴
J
．
h
い
こ
と
り
・
骨
＝
榊
の
㍍
目
し
㌧
桁
い
り
机
協
力
・
〃
切
叫
一
し
て
を
り
■
れ
ぞ
れ
次
の
と
い
り
蒜
決
し
て

案
　
等

路
次
な
わ
知
ら
せ
し
ま
す
。

議
案
範
．
＝
ソ
那
野
山
り
排
水
エ

ヤ
州
魚
契
約
に
つ
い
て
こ
れ
は

肌
‖
つ
の
公
鳥
（
加
■
　
十
日
芳
）

で
h
n
有
∴
せ
し
た
T
小
で
こ
れ

程
H
ノ
…
1
日
「
し
肌
会
の
・
“
決
父
は

定
常
・
人
の
投
巧
∵
．
1
什
す
べ
き
材

隼
‘
＝
＝
揖
・
り
技
に
吊
㌧
′
山
の
叫
＝
決
に

〓
す
べ
き
契
約
に
〓
す
る
条
例

を

　

可

　

決

通
り
頂
集
通
り
議
決
に
な
り
ー
一
し

し
た
。
H
契
約
の
口
的
水
芸
通

り
剖
水
丁
雄
持
契
約
某
∴
■
．
了

村
長
囲
契
約
の
・
ガ
法
指
名
．
叫
や

入
札
周
契
約
企
乱
川
－
∴
∵
へ

勒
契
約
の
机
不
r
雪
肌
行
目
∵
卜
川

志
保
一
四
二
′
㌧
帯
揖
比
1
し
．
山
一
▲

（
読
谷
北
ハ
進
行
）
的
T
い
一
拙
い
▼

契
約
の
H
か
ヤ
∴
八
二
率
土

く
∵
諭
に
一
刈
す
る
窮
肌
空
目
税

で
あ
り
二
言

決
に
八
‥
バ
与
り
蕪
‥
」
．
∵
弗
こ

れ
‥
丁
目
ノ
†
覧
十
第
の
㍑
い
揖
帝
と

な
っ
て
せ
り
七
人
す
。

の
追
加
こ
れ
は
琉
球
和
吊
行
の
師

保
的
八
二
粍
丁
州
の
二
三
L

杜
し
と
H
・
肌
小
け
γ
枚
県
地
内
の

（
八
枚
．
川
内
ゝ
　
に
錠
‖
；
し
た
け

オ
L
た
ら
な
い
臣
L
H
耳
学
校

長
の
抑
せ
ん
い
‥
か
H
ら
れ
な
い

不
明
訳
出
の
監
吊
と
た
こ
、
音
に
請
人
の
m
い
川
に
し
ろ
て

を
り
ま
す
。
以
上
二
件
を
軍
相
川
拙
せ
ん
告
に
か
え
る
こ
と
が
で

∵
∴
∵
十
∴
十
．
誉
㍗
∵
十
∴
∴

嘉
こ
れ
に
詐
誓
い
ら
整
㍍
蕾
拝
賀
三
邦
吉
＝
‥
岩
そ
え
て
＝
宝
余

一
′
h
　
（
容
で
年
度
し

〓
拝
送
（
九
十
八
日
m
二
ノ
J
m
で
は
完
小
町
・
ヘ
ム
出
に

し
て
定
数
化
－
そ
れ
ぞ
れ
去
㍍
　
千
十

■
m
会
に
な
り
ま
し
た
の
で
そ
の

り
議
決
を
求
め
た
も
の
で
決
の
■
）
認
蕪
那
二
よ
り
∵
九
十
一
．
年
鱒
〔
弗
こ
れ
は
不
村
議
公
雄
汚
局

決
定
し
雛
一
回
折
時
武
史
に
閉

会
と
な
り
ま
し
た
。

き
る
ー
仙
f
l
籠
抄
本
又
は
謄
本

毎
年
L
H
∴
‖
始
ま
り
翌
年
六

パ
二
十
∴
日
に
終
る

以
上
・
新
字
離
村
育
英
会
条
例
並

に
吊
会
川
の
あ
ら
ま
し
を
聞
蝉

に
声
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
く
わ
し
く
お
知

り
に
な
り
た
い
方
は
村
育
英
会

一
三
し
鋸
足
労
い
た
だ
け
れ
ば
侍

の
ガ
で
く
わ
し
く
記
明
申
し
上

げ
ま
す
尚
申
請
m
打
は
毎
年
再

八
三
・
1
．
円
ま
で
と
な
つ
て
を
り

ま
す
の
で
貸
与
煎
聖
者
に
は
や

め
に
申
込
ま
す
よ
う
係
で
は
粛

堕
に
壁
此
明
1
t
‥
蛇
に
所
得
調
印
日
望
し
て
を
り
ま
す
。

日51月
」り．・－4日与投ンチクワ防予ヒマ児＼／の目回二第
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年度別付人「l動態調
種別

Jl鳩別　1日端数　　射　　　女

1〔117　　2．0コ1　1，99　　5，1日　11，1‘n

19：8　　二三，250　　5．」ユ8　　5，博4　11，102

1√、「り　　2．111　5．7戸．6　　5，3つ8　】2，101

1l′CO　：2，17二〉　・∴138　6．r88　12，トご・う

1r）51　2，日7　6，に3　　7．r．03］3，156

1りコ　　2．‾持　　ち、「3？　7，037　13，【〔り

育英贅金年度別貸付調

椰別 �lY†・1人　H 

圭で準別 �l博す．拡大　l；■1i川・仝研 

1t）二こ省三 �．1　　　ウ　　　リ　　　ニC6．Cご 

1くわ7年 � 

1958年 �7　　　　′1　　10　1，016．〔・J 

1〔59年 �6　　　　°　　　　9　1，0ユ0．8 

lr60年 1961年 �汗：：11；；：二。 

】962年 �4　　　　3　　　　8　　　855．10 

言l � 

嘉手納村人口動態調19－3年2月末現在

第二　回　目　の小児マ　ヒ　予防

報広村納手素

失
対
事
業
に
就
労
す
る

適
棉
要
件
並
に
手
続
方
法

て
一
時
就
労
は
ー
て
い
な
い
が
1
た
る
払
当
省
は
そ
の
世
砧
こ
と

取
朱
を
有
し
て
い
る
者
は
失
業
■
に
生
計
の
独
立
性
を
基
般
と
し

宅
に
は
な
ら
な
い
・
す
な
わ
ち
川
て
㍊
め
ら
れ
る
）
ト
家
山
を
異

■
軋
り
桓
碍
軍
証
が
交
刊
さ
れ
‥

一
は
じ
め
て
失
霜
輿
引
責
・
鉱

一
労
す
る
こ
と
か
川
・
ヤ
ー
よ
す
。

一
定
の
営
業
を
打
っ
て
い
る
刊
に
す
る
か
否
か
の
判
定
は
そ
の
首
琴
に
対
隼
圭
の
刊
奈

他
に
職
業
の
あ
る
者
か
休
業
中
生
山
失
態
を
端
正
と
し
て
な
さ
ー
は
市
町
射
て
あ
り
三
十
ふ
〓

米
軍
機
墜
落
事
件
に
対
す
る

抗
議
決
議
に
対
し
米
国
第
五
空
軍

∵
九
．
↑
し
空
し
L
月
■
　
H
日
立
汗
．

飢
二
か
＝
1
キ
も
つ
い
　
「
「
ハ
ゥ
　
′
・
l

斉
材
1
　
㌢
カ
タ
弟
に
・
㍍
り
：

し

た

．

こ

J

L

ク

、

レ

＝

㌃

加

＝

‖

畷
収
ト
ド
・
り
そ
の
牛
沃
・
ケ
片
か

卜
三
つ
．
ナ
り
＼
　
7
ド
ッ
・
－

′
人
勺
r
ノ
日
か
号
隼
圭
∴
′
〓
γ
∵

か
こ
ホ
ト
十
王
十
枚
宮
川
町
収

予
る
こ
と
「
ユ
ニ
．
〃
仁
い
錆
レ

い
㌫
・
㌣
あ
r
ご
ろ
と
と
J
L
‥
仁
k

‥
刈
弄
り
′
ケ
抗
力
一
．
．
。
根
付
l
∵

そ
れ
仁
あ
一
ト
し
す
り
ハ
L
H
余
計
H

ろ
こ
と
L
 
J
∵
ス
給
∵
る
こ
と
「

よ
〆
て
そ
グ
雪
汗
名
鑑
に
i
l
 
L

労
仇
カ
グ
■
初
午
匠
を
叫
偉
▼
－
1
り
ら

し
め
る
こ
と
㌣
乱
木
目
肌
と
し

．
＝
」
ヤ
右
打
H
ク
／
1
乱
r
労
力
即
、
n

材
県
）
敢
信
二
り
拙
山
L
久
〓
小
川

田
山
γ
仁
車
∵
い
∵
こ
の
斗
宣
十
計
石

〓
」
を
り
ま
∵
し
と
こ
ろ
で
木

村
に
お
い
て
は
∵
几
T
L
升
「

〃
二
八
日
∵
よ
い
こ
の
失
笑
対
称

1
f
美
を
行
い
去
年
・
、
月
ま
て
に

こ
早
津
∴
「
抜
血
さ
せ
た
失
業

署
に
虹
に
し
て
．
一
・
－
、
一
門
し

名
（
廷
日
数
■
∴
▼
　
∵
九
…
n
）

と
た
っ
て
を
り
そ
の
榊
、
机
道

路
の
縮
指
改
良
、
耕
水
路
の
解

仇
、
観
光
地
の
整
備
等
の
什
廿

l
－
〃
耶
つ
て
き
ま
し
た
か
瑚
九
本

右
に
失
五
一
ト
れ
†
」
、
班
労
か
楢

カ
．
卜
門
右
お
り
政
仇
告
択

¢
「
J
 
T
に
1
し
う
て
い
こ
仁
方
々

キ
‥
八
十
に
就
即
せ
し
む
ろ
こ
と

カ
．
〓
」
す
わ
寸
か
な
J
〟
ら
も
針

r
n
よ
り
支
い
t
∵
を
】
0
〃
泥

で
）
軋
り
外
れ
杓
村
と
も
㌔
l
来
F
l
■
1

を
完
仝
北
い
り
せ
L
む
る
右
′
け
の

れ
勘
合
を
十
人
れ
し
て
い
た
た
く

よ
う
坑
特
化
府
に
要
請
し
て
あ

り
ま
十
し

で
は
と
の
よ
う
な
〃
々
か
こ
の

失
r
対
八
月
㌧
某
に
就
労
す
る
．
り
一

か
〓
架
る
か
そ
の
迅
桔
要
件
わ

粧
‥
川
に
お
し
ら
せ
し
さ
す
と
決

の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
し

／
〃
人
葉
木
祢
雄
右
労
だ
レ
イ
“
と
し

て
の
、
鱒
坪
野
作

目
失
明
来
レ
い
て
あ
る
こ
と
（
失
ノ

レ
“
と
は
次
の
要
H
の
す
べ
て
に

詰
当
す
る
も
の
て
あ
る
こ
と
」

れ
労
働
の
正
志
と
佗
力
を
右
ア

る
も
の
で
あ
る
こ
と
（
1
1
こ
こ
に
■

い
う
労
別
の
憧
力
と
は
労
酌
石

叫
に
お
い
て
‥
山
鳥
＝
両
要
さ
れ
る
■

杵
蚊
㌘
〃
析
惰
力
で
あ
こ
し
失
‥

か
に
よ
る
も
の
で
あ
り
公
圧
ハ
職

杢
女
・
．
．
七
日
に
ト
‖
い
て
は
そ
の
省

の
嵐
損
、
休
桁
、
作
力
丹
1
を
椅

討
し
∵
決
一
㌧
∵
ろ
け
労
仰
の
ぷ

い
心
と
は
．
竹
倶
シ
J
丹
比
棋
す
る
こ
と

に
J
へ
∴
こ
つ
け
X
r
誉
吋
拾
わ
＝

往
企
）
　
を
も
つ
∵
皇
信
L
L
亡
ノ

と
す
ら
小
牛
人
仁
．
ト
心
を
い
う
か

さ
ら
に
そ
の
日
■
ハ
作
的
ム
㍉
を
必

二
と
ー
∴
∴
　
∴
・
い
．
∴
‥
∴
∵
．

私
消
動
こ
て
い
ろ
こ
と
を
堤
す

る
．
通
信
㌣
‥
1
㌧
－
の
‥
り
左
∵
．

お
い
て
ド
∵
－
－
ン
畑
　
∴
工
打
一
．

－
∵
机
伸
∴
ゴ
ビ
∴
－
■
′
ノ
、
∵
㌧
一
」
二
㌧
一

人
目
外
√
一
七
・
」
／
′
▼
打
ち
民
行

い
′
ノ
′
■
ブ
▼
　
　
上
r
L
／
」
の
∵
て
ハ

戸
に
．
乱
㌧
∵
こ
⊥
「
」
㌢
り
江
ヰ

る
と
と
も
一
∵
打
宮
吼
一
・
、
㌢
弟
に

に
失
業
対
策
班
業
に
就
労
を
煎
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
つ

望
7
－
る
場
合
（
伊
へ
げ
㌫
閑
軋
て
試
律
上
の
那
飢
m
榛
の
有
史

利
川
署
）
又
は
山
根
社
余
通
念
に
か
か
わ
ら
ず
そ
の
生
清
冥
臆

か
ら
み
て
非
京
扁
力
と
み
ら
れ
か
ら
み
て
家
止
を
一
に
し
同
一

る
署
か
■
町
佑
た
此
王
の
た
め
作
用
を
机
眈
す
る
と
み
な
さ
れ

失
．
ム
一
句
．
1
∴
√
で
言
り
㌧
、
〃
一
打
肴
黙
る
と
1
．
ぐ
に
そ
仁
宍
畑
に
応
し
て

す
ろ
‥
リ
ノ
〓
一
′
咋
ハ
ト
］
泉
　
キ

畑
÷
′
几
バ
イ
ト
∴
∴
豆
童
芋

・
、
号
介
ィ
、
⊥
右
・
三
と
l
∴

い
十
∵
才
九
一
′
）
■

仁
㌧
珍
目
釘
∃
・
モ
リ
ト
、
∵
‖
て
あ

こ
こ
と
■
　
け
り
千
石
の
コ
た
】
左
ト
r

当
日
と
は
そ
の
′
∴
の
、
勤
仁
に
一
木

す
る
反
」
ん
如
上
か
そ
の
ぞ
く
す

る
宏
■
机
取
入
の
ヨ
変
乱
分
を
占

め
〉
仁
へ
さ
で
あ
る
と
巧
へ
仁
か

】
山
車
を
い
う
し
従
㌧
て
現
れ
そ

の
J
T
の
収
入
か
そ
㌻
寂
軋
収
入

の
火
か
…
一
灯
占
め
て
い
る
か
不
か

に
ょ
つ
て
の
キ
本
要
件
か
判
定

化
す
こ
公
北
．
㌣
十
十
杢
畑
の
笹
さ
れ
る
へ
き
で
は
な
い
．
吋
こ

す
紅
一
ト
．
k
′
／
∵
l
】
」
甘
T
る
を
も

′
一
て
足
し
ろ
二
　
折
り
L
H
∵
十
と
北

恥
工
安
L
信
∴
什
正
し
た
〓
カ

r
　
〓
以
出
て
五
㌧
∵
は
】
．
一
J
．
ら
な

l
ロ
親
に
失
■
来
し
て
い
る
も
の
て

あ
る
こ
と
D
」
の
こ
と
を
ガ
肋

の
■
＝
心
〓
心
と
し
厄
人
を
有
し
な
か
ら

左
対
策
寸
と
〓
程
度
の
作
丹
木
過
当
－
．
し
取
木
に
ニ
チ
ハ
た
い
ナ
一

に
応
じ
‖
る
も
の
で
あ
る
か
牢
人
目
か
失
業
で
を
ヤ
し
た
か
つ

こ
に
家
計
と
は
‖
…
…
仇
の
井
目
を

し
う
し
甘
≠
柚
と
は
瑚
某
に
什
居

及
ひ
隼
．
可
を
同
じ
く
し
て
い
る

某
の
災
虹
て
あ
る
比
に
同
一
戸

鉱
に
そ
く
す
ろ
輔
等
－
‖
架
の
豪

仁
臥
念
上
向
t
家
族
と
目
さ
れ

る
辛
が
そ
の
倶
貯
一
比
を
鋸
に
し

か
で
ノ
そ
の
生
計
か
什
玩
有
ご
と

に
私
立
し
て
い
る
琴
有
年
匪
桁

を
黒
に
す
る
と
き
ほ
家
J
の
ゴ

判
定
す
る
、
以
上
が
失
業
対
策

1
E
」
木
㌣
∵
竹
の
u
迅
桁
満
と
L
一

て
誓
追
払
生
れ
て
あ
り
ま
す
。
■

決
に
冥
土
」
メ
．
H
・
十
二
に
批
労
や
■

∵
」
∵
∴
　
∵
∵
l
二
∵
㌻
∴
し
．
・
」
ト

を
蔦
こ
こ
′
一
力
粧
l
早
に
J
ト
か
ら
せ

ー
L
J
L
で
「
と
ま
す
前
記
の
逗
柿
要

机
に
が
い
と
う
す
ろ
J
小
て
あ
る

こ
と
カ
せ
㌧
た
い
倉
刊
て
あ
り

そ
l
∵
恥
宣
客
定
行
∵
・
え
イ
親

小
机
右
的
札
の
私
心
仁
；
サ
公
共

臥
∴
五
五
一
八
・
～
ヱ
う
和
げ
弘
■
け
し

に
渋
払
叫
込
を
郁
つ
と
そ
の
人

の
位
九
、
什
九
㌔
を
か
ん
あ
ん

し
て
政
も
鮪
介
む
衝
い
て
き
と

う
な
什
斗
か
な
か
㌧
た
易
人
目
に

失
笑
丸
仇
豆
．
某
乱
弘
子
札
を
と

る
し
そ
し
て
写
し
拓
よ
り
裾
町

右
最
知
に
小
込
ん
の
身
」
謹
査

（
気
か
精
仏
頼
政
肌
況
弐
し
　
の

仏
血
か
あ
り
そ
れ
に
も
と
す
い

て
改
札
↑
軌
で
は
さ
ら
に
一
言
推
古

和
い
そ
れ
か
′
l
L
」
め
ら
れ
ま
す
と

■
迫
柿
1
車
名
釣
に
r
U
軋
さ
れ
そ
し

て
鉄
に
本
人
に
久
木
対
一
句
L
」
丹
木

町
村
に
お
い
て
に
一
山
附
の
打
ホ

（
一
日
り
眈
万
人
八
、
千
片
肌

－
⊥
－
t
施
行
な
し
　
に
よ
り
現
場
の

必
出
人
上
敷
の
引
′
増
刊
を
乞
弗

取
ノ
安
k
弼
J
h
′
、
虹
締
り
・
〓
ダ
符

に
㍗
栽
さ
れ
声
才
を
絆
介
し
セ

軌
労
せ
L
も
ろ
こ
と
に
た
′
て

な
り
ま
す
〕

じ
」
草
－
Ⅰ
に
失
　
い
L
刈
り
県
頒
ご
姓

九
、
位
和
製
作
品
に
．
′
へ
〃
7
㌢
ノ

江
を
和
郎
に
主
文
ら
来
し
て
C
l

た
か
こ
の
十
㌦
に
軋
労
し
た
い

力
あ
る
い
に
く
か
し
く
‡
ケ
り

な
り
た
い
ガ
は
村
訪
■
町
姓
設
■
止

カ
コ
ザ
公
共
私
人
A
k
往
・
身
］

糸
l
 
H
駄
目
助
「
旧
択
朴
等
程
々
「

一
れ
仙
し
ま
て
訊
け
労
い
た
む
豆

れ
は
す
続
ル
に
そ
か
か
い
此
れ
を

く
わ
し
く
致
し
㌣
い
と
だ
い
ま

す
の
で
御
利
川
下
さ
い
。

司
令
本
部
よ
り
の
回
答

日
市
村
　
拝
す
こ
と
を
ト
”
容
L
m
い
ま
す
。

■
m
＝
・
ガ
ソ
リ
私
辻
に
も
ち
ろ
ん
結
某
と
し
て

ン
㍑
∴
に
か
障
‖
浴
∵
瞑
に
し
て
生
年
兵
士
聴
ひ
に
我
々
の
賃
助

火
の
拙
こ
く
と
化
し
山
人
の
叫
一
者
た
る
沖
親
什
艮
た
対
し
死
傷

水
釜
通
り
排
水
路

工
事
政
府
拙
助
に

依
〓
／
着
工

定
日
i
l
人
品
で
は
水
〃
小
山
り
親
水
㍑

〕
■
小
二
延
ム
′
、
・
∴
米
、
↓
㍉
山

苦
鳥
山
宜
畑
鵠
∬
鳥
目
雄
志
と
隻
の
た
め
に
つ
か
わ
る
　
　
毒
雲

∴
∴
　
∴
∴
。
∴
・
ト
十
十
∴
十
．
立
、
」

っ
た
と
こ
ろ
裏
目
■
ハ
譲
二
∴
ム
」
的
久
禁
止
－
L
9
∵
叩
⊥
訳
を
ー
責
に
し
・
安
合
へ
の
努
丁
小
繋
梓
別
｛
代
蓑
署
仝
如

い
仲
人
叫
を
始
め
ウ
ノ
裾
の
別
辞
を

失
い
関
に
レ
日
は
と
も
よ
り
H
．
T
t

県
比
を
恐
り
仰
の
と
人
そ
こ
に
h
l

と
し
い
れ
た
作
に
対
し
王
丁
‥
r

H
∴
▲
ぶ
て
に
き
つ
そ
ノ
J
㌣
に
∵
ふ

′
・
わ
け
災
　
二
卜
・
二
　
重
　
〃

一
日
付
村
広
報
雛
∴
ド
カ
そ
よ

知
ら
せ
の
作
）
　
∵
度
と
H
′
．
し
か

よ
う
な
小
作
わ
ひ
き
お
こ
さ
な

い
よ
う
村
民
の
い
か
り
を
こ
め

て
m
樟
当
し
に
訊
く
抗
ふ
し
て

よ
し
ま
し
た
来
号
鵜
に
洋
与
在

に
」
右
す
る
杭
説
法
机
に
丸
t
て

よ
る
　
■
月
．
′
R
〃
リ
ア
メ
リ
カ
余

衆
巨
空
彿
奴
■
土
筆
叶
何
人
り
木
部

1
リ
決
の
よ
う
な
浩
軌
か
村
読

会
一
献
長
上
ル
久
相
良
宛
に
と
と

い
て
を
り
ま
す
の
て
仝
文
章
叔

い
た
し
ま
す
。
杭
一
月
　
－
一
日

′
一
・
才
ノ
「
也
牙
－
…
い
〔
七
才
・
音
ム
ー
咋
川
・
・
1

を
与
え
ま
し
た
さ
】
？
．
⊥
■
　
日
ソ

′
　
日
日
の
悲
惨
た
豆
正
に
㌫
L
畏

払
と
共
に
罠
“
．
の
＝
山
を
表
す
ろ

も
の
で
あ
り
三
一
㌔
　
こ
C
l
。
保

て
忙
し
介
こ
れ
ま
し
た
㍗
艮
卜
忙

芳
C
払
安
い
仇
か
そ
の
死
畑
と
云

う
不
ヰ
に
そ
う
ぐ
う
さ
か
ま
し

た
そ
れ
に
我
々
、
死
亡
し
ま
し

た
だ
隼
兵
士
の
妻
子
朋
友
の
そ

れ
と
〓
然
で
あ
り
ま
す
。

位
持
せ
乙
は
雨
人
及
び
空
∵
兵

士
へ
？
き
け
ん
防
止
の
た
め
「

安
全
計
軌
と
狼
机
の
た
め
ア
メ

リ
カ
（
．
1
衆
因
に
寸
断
の
附
も
な

く
努
力
し
は
く
た
い
た
n
金
を

釣
し
ま
す
。
仲
山
蝕
か
ら
碍
せ
ら

れ
ま
し
た
お
佃
に
も
あ
り
ま
し

た
ょ
う
に
通
よ
に
お
け
る
小
山
村

民
の
我
々
に
対
す
る
鋸
協
力
を

、
心
か
ら
は
謝
申
し
上
げ
同
町
に

打
抜
な
悲
鯵
な
出
来
ご
と
に
釦

か
赦
寸
さ
れ
ん
こ
と
聖
拾
可
新

村
帆
会
、
此
び
に
机
民
に
お
伝
え

願
い
ま
す
）

以
上
の
よ
う
た
八
m
か
来
公
衆

巨
九
十
十
㍍
∵
わ
た
井
口
仝
・
不
軋
チ

ャ

ー

ん

ス

・

M

・

マ

ノ

コ

ー

ク

ん
弓
j
＝
‖
■
〓
／
「
圭
し
仇
り
よ
せ
ら

オ
r
、
も
り
ま
す

子
供
を
小
児
マ
ヒ
か
ら
予
防

生
ワ
ク
チ
ン
投
与

㌃
忘
．
・
て
に
∵
言
■
月
∴
圧

ホ
リ
オ
　
（
り
〓
ル
7
ヒ
こ
て
札
片

ワ
ク
チ
ン
軒
与
を
：
．
草
㍉
．
一

∴
▼
十
十
∵
名
、
㌍
仁
義
㌦
十
∵

∵
名
）
村
投
打
ふ
∴
行
い
き
し

「
し
　
こ
右
∴
仁
⊥
－
‡
八
か
t
よ
う
ち

∴
∵
∴
∴
、
∴
．

”
ト
入
t
身
体
の
…
借
あ
る
い
は

一
介
藍
を
ま
ひ
さ
せ
一
丑
ホ
ヤ
た

の
で
こ
の
ポ
リ
オ
予
防
生
ワ
ク

チ
ン
段
々
は
三
回
う
け
な
け
れ

は
な
ら
な
く
抑
二
回
H
の
托
与

L
－
ほ
来
る
〓
〃
い
r
日
に
村
神

勅
一
∵
行
い
ま
す
の
で
エ
一
供
を
お

も
ち
の
方
は
も
れ
な
く
投
与
を

う
け
ち
れ
る
よ
う
侍
で
に
希
望

し
て
を
り
ま
す
。

投
じ
て
吊
り
革
し
か
る
に
寝
相
結
締
招
畏
比

し
ば
し
は
航
咋
樅
か
凝
れ
づ
る

佃
所
に
お
き
ま
し
て
は
未
だ
に

こ
の
よ
う
な
悲
惨
な
雄
故
が
あ

と
を
た
ち
ま
せ
ん
。
確
か
に
安

措
∴
才
未
清
の
イ
供
に
千
防
生

ワ
ク
チ
ン
の
投
与
を
行
つ
た
も

ロ
ー
タ
リ
下
流
排
水

工
事
着
工

！
生
活
改
善
先
進
地
見
学

本
村
生
改
グ
ル
ー
プ
且
が
！

来
手
．
里
村
生
漬
改
＃
遮
紹
痛
て

ヘ
ム
「
ヘ
ム
長
久
十
回
ト
シ
コ
し
　
て
に

去
る
∵
H
一
㌧
・
〓
木
村
拝
漬
訣

」
〓
l
一
打
勅
水
兵
の
引
一
、
T
の
も
と
に

一
㌢
㌻
グ
人
－
フ
r
か
光
り
」

．
．
㌫
l
訳
を
行
い
ま
ー
し
た
｝
　
こ
の

．
″
ノ
㌃
は
．
木
与
▲
が
に
ー
ェ
て
J
J
く

上
∴
一
．
．
吊
．
．
－
‥
ハ
ト
．
ト
ト
∵
＼

左
t
■
一
・
紆
ハ
∵
こ
′
一
い
て
‖
八
草

し
そ
か
を
㌧
■
り
に
六
一
．
り
か
利
の

生
1
1
」
改
∴
r
た
か
ろ
う
と
い
う

も
の
で
現
春
水
村
′
い
は
t
H
の

生
－
旧
改
骨
い
ク
ル
ー
プ
　
「
人
ム
ハ
“

1
、
名
－
か
を
り
日
夜
‖
分
連

荘
に
塞
由
の
生
活
改
て
＝
∴
努
力

t
て
を
り
て
∵
か
こ
の
1
i
・
右
は

二
期
一
夕
に
し
て
．
は
し
た
け
ら

れ
る
も
の
て
た
く
村
艮
　
人
…

入
り
御
協
力
を
打
わ
け
か
ば
川

来
る
血
狛
で
は
な
く
生
漬
改
普
■
一
l

グ
ル
ー
プ
で
㍑
伴
粋
の
糾
協
力

を
よ
ぴ
か
け
て
を
り
ま
す
。

本
村
議
会
事
務
局
職
員
本
土
で

議
会
運
営
の
実
務
研
修

好
成
績
を
納
め
た
督
励
週
間

二
二
五
四
弗
余
の
滞
納
金
を
徴
収

宮
軌
小
学
較
敷
地
々
均

一
始
ま
る
艶
色
重
富
会
の

協
力
に
依
り

■
去
る
…
月
十
一
二
日
か
ら
米
坑
親

∵
八
・
弗
て
畑
浩
L
t
ま
1
㌧
‥

こ
の
追
拝
に
巨
し
て
拇
〓
∴
に

什
豪
か
豆
㌃
「
∴
∴
∵
　
こ
の
道

路
の
・
ト
1
手
打
水
神
‥
．
に
町
．
「
H
．
†

の
で
．
景
T
－
て
ふ
．
い
り
ま
す
カ
北

仰
の
打
水
叶
…
か
▼
∵
い
た
め
辟
■
日

時
に
は
泥
水
〃
・
寸
が
抹
寸
り
、
旭
ノ
㍑
れ

こ
入
作
粧
靴
年
上
軸
心
い
C
で
口
・

木
村
・
禦
十
七
日
局
長
裏
㍑
憲
両

氏
は
沖
緋
市
町
村
高
余
ぷ
穴
人
工

の
推
定
に
ト
J
h
上
る
一
．
‖
∵
・
日

よ
り
約
．
▼
1
日
H
対
日
本
々
圭
へ

本
土
損
町
村
㌫
誹
再
の
窄
緒
研

鯵
の
た
め
狛
港
よ
り
川
帆
し
ま

だ
ん
か
い
に
き
て
せ
る
訳
で
あ

り
ま
す
が
当
沖
困
り
に
於
い
て
は

磯
輿
の
窄
・
叫
分
り
と
い
う
特
殊

≠
情
に
あ
り
地
力
日
清
の
運
営

訳
の
抱
T
に
お
い
て
柑
当
た
お

く
れ
を
な
し
て
を
る
の
で
読
会

本
村
椚
敢
璧
－
は
‥
圧
∴
t
二
年
■
希
望
し
て
を
り
三
㌔
決
に
今
義
宝
警
リ
2
の
協
力
に
依
り
軍
肌
つ
に
こ
の
打
水
指
を
新
設
し
て

度
に
は
い
こ
J
か
ら
1
回
＝
の
設
問
の
各
区
別
の
墨
縦
を
お
卑
小
学
校
敷
地
々
均
1
印
が
始
ま
一
も
ら
い
た
い
と
仔
・
民
か
仁
等

令

宜

椋

、

一

　

一

．

「

－

ノ

′

日
日
の
ハ
‖
∴
酌
1
来
√
∴
に
は
浴

隼
作
に
対
す
る
抗
一
両
扶
∨
血
」
は

偵
章
た
考
板
と
適
切
な
阿
芥
を

映
す
意
味
に
お
き
き
し
て
本
官

宛
H
送
さ
れ
ま
し
た
ト
葱
」
納
材

両
人
石
の
決
議
は
当
可
人
日
本
爪
に

わ
き
ま
し
て
根
占
に
極
り
し
且

九
に
も
か
か
わ
ら
ず
た
ま
た
ま

失
l
瓜
を
犯
す
こ
と
は
非
を
い
て

足
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
．

我
々
は
こ
の
」
半
故
発
生
に
ょ
る

の
意
を
表
し
ま
す
．
た
だ
我
々

の
心
意
と
明
白
た
る
謹
裏
古
顔

那
せ
ら
れ
て
吊
ら
れ
ー
む
や
を
Y
H

祥
こ
　
に
請
f
i
わ
し
的
弟
T
L

ま
し
た
．
こ
の
親
水
箔
は
隼
水

址
よ
り
拭
水
路
拾
遺
杓
か
小
さ

い
た
め
に
H
町
亡
は
上
流
「
附

近
付
家
に
汚
水
l
保
偲
糾
隼
⊥

恐
く
住
民
よ
り
い
つ
も
く
情
が

な
さ
れ
て
を
つ
た
と
こ
ろ
て
こ

の
T
雄
は
四
月
十
日
頃
ま
で
に

税
金
椚
励
謹
直
を
も
う
け
室
Q
Y
せ
し
ま
す
と
紆
得
収
衝
二
二

「
〃
・
∴
H
よ
り
ー
∴
圧
U
ワ
首
で
T
四
兆
－
・
柚
で
そ
の
内
村
恕

∵
十
二
宮
∵
言
一
．
＼
∴
．
工

∴
二
　
十
㌧
∴
つ
同
情
的
配
艇
を
し
て
尉
り
早
良
な
る
」
祐
子
納
村
民
に
お
伺
い
た
完
咲
す
る
予
定
で
あ
り
三
三

予
。
」
∴
∵
　
了
、
‥
㍉
∴
∴
∵
・
・
、
∴
∴
∴
．
工
」

▲
、
．
．
．
こ
F
∴
㌧
区
【
M
L
弗
M
一
．
仙
△
一

訣
相
に
同
町
m
町
村
訊
英
人
ん
の

特
別
な
と
り
は
か
ら
い
に
よ
っ

て
実
施
さ
れ
る
も
の
で
今
回
は

沖
舵
全
島
か
ら
九
名
の
議
会
1
r

萌
局
戦
い
が
派
遣
さ
れ
ま
し
た

そ
の
研
修
の
主
な
内
容
と
し
て

本
土
に
於
で
は
戚
後
の
ど
さ
く

さ
か
ら
た
ち
あ
が
り
地
方
自
治

体
に
於
い
て
は
諸
制
度
英
の
他

等
の
確
立
を
み
て
そ
れ
が
通
常

酢
鮮
紬
維
堪
難
酢
酬
馴
服

い
て
伽
武
余
清
動
及
び
一
蹴
会
に
■
打
た
も
の
で
財
政
課
で
は
今
後
坤
八
右
仙
′
L
区
四
一
二
四
弗
圧

に
な
っ
て
を
り
ま
す
。
　
　
東
金
滞
納
を
な
く
そ
う
運
動
に
二
二
¶
弗
十
仙
と
な
つ
て
を
り
ま

一
村
民
各
位
の
御
協
力
を
横
で
は
■
す
。

■
完
了
す
る
ま
で
協
力
す
る
と
い

■
つ
て
を
り
ま
す
。

苫
前
小
学
校
は
山
九
T
∴
年
四

月
‥
日
‥
放
す
酌
小
学
校
か
ら
分

乱
し
、
岩
手
納
中
学
校
の
併
田

“
枠
と
し
て
お
か
れ
て
を
り
ま
し

た
が
㌃
昔
先
年
四
月
一
口
独

立
、
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
西
側
の

個
人
布
地
約
二
．
血
U
‥
、
坪
を
肌

入
（
現
在
一
部
は
中
校
敷
地
内

に
仮
住
い
）
　
こ
こ
を
埋
立
し
て

一
こ
こ
に
校
合
を
建
て
児
童
生
徒

一
を
こ
こ
に
移
し
学
校
運
営
の
合

り
ま
す
。
尚
址
認
識
で
は
こ
の

T
刊
に
際
し
て
区
民
各
位
の
御

協
力
を
お
わ
が
い
し
て
を
り
ま

す。即
化
を
計
か
ろ
う
と
い
う
も
の

で
あ
り
ま
す
。
こ
こ
の
埋
立
丁

刊
を
教
育
委
n
会
千
第
で
施
祈

す
る
と
な
る
と
一
刀
弗
以
上
の

経
潜
が
予
想
さ
れ
現
在
の
餌
弱

た
村
財
政
で
は
と
う
て
い
む
ず

か
し
い
だ
け
に
教
育
委
n
会
で

は
こ
の
協
力
に
刈
し
心
か
ち
ょ

ろ
こ
ん
で
を
り
ま
す
「
｝
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